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奈良川源流域の植物 2008 年～2012年 10月

キクイモ(キク科) 背丈より高くなり、根が芋のよう

になる。

シロヨメナ(キク科) 葉は細長くて鋸歯があり、

舌状花は白くて多数ある。

ノコンギク(キク科) 葉は長楕円形で鋸歯があり、

舌状花は淡青紫色で多数ある。

アメリカセンダングサ(キク科) 花の下に長い

総苞片がある。

ヤブタビラコ(キク科) 黄色い小さい頭花が咲き、

茎は斜めや横になる。（オニタビラコでは直立）

マメ科

コマツナギ(マメ科) 直立する茎先に淡紅紫色の花

をつけ、豆果は円柱状で垂れ下がる。
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ミゾソバ(タデ科) 葉は矛形で、先が紅色で元が白い

花が 10個ぐらいかたまってつく。

シャクチリソバ(タデ科) 葉はふくらみのある三角形

で、花は白く、果実は 3稜形。

ヒメツルソバ(タデ科) 薄紅色の小花が球形に

かたまってつく。花期は春～秋と長い。

イヌタデ (タデ科) 葉は被針形で、茎先に紅色の

小さい花を多数つける。

ヨウシュヤマゴボウ(ヤマゴボウ科) 葉は大きく、

球形の果実が黒紫色に熟す。

ゲンノショウコ(フウロソウ科) 矛形で上向きの

果実が熟すとはじける。

コマツヨイグサ(アカバナ科) 葉は波状に裂け、

淡黄色の 4弁花はしぼむと赤みをおびる。

スベリヒユ(スベリヒユ科) 多肉質で、黄色い 5弁花

が咲く。
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ハゼラン(スベリヒユ科) 赤い球形の果実がまばら

についた円錐花序を立てる。

トキワハゼ(ゴマノハグサ科) 唇形花の下唇はほぼ

白いが、黄色と赤褐色の斑紋がある。

カナムグラ(クワ科) 棘のあるつるで覆い被さり、

雄花は円錐状に、雌花は球形に集まる。

サルトリイバラ(ユリ科) 丸い果実が総状につき、

赤く実る。

センニンソウ(キンポウゲ科) 5枚の花弁のように

見えるのは白い萼片。

トダシバ(イネ科) 斜め横に張り出す枝に小穂を

隙間なく並べる。

コブナグサ(イネ科) 花茎の先から箒のように枝を

のばした花序をつける。

ヌカキビ(イネ科) 小さな小穂が細長い花枝に

まばらにつく。
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チゴザサ(イネ科) 円錐状花序に淡紫色の小穂と

球形の果実をまばらにつける。

チヂミザサ(イネ科) 葉の縁が縮れ、長い芒のある

小穂をつけた花序を立てる。

ハマスゲ(カヤツリグサ科) 小花が 2列に並んだ線形

で赤褐色の小穂が茎先に散開する。

カワラスガナ(カヤツリグサ科) 長い苞があり、

小花が 2列に並んだ扁平な小穂が頭状に集まる。

タカサゴユリ(ユリ科) 長さ約 10センチの果実をつけ、

種子でふえる。

ゴンズイ(ミツバウツギ科) 赤い花袋が裂開して

黒い光沢のある種子が現れる。

ミツバウツギ(ミツバウツギ科) 2つの平たい果実が

つながったような実をつける。

クサギ(クマツヅラ科) 5枚の萼片が深紅色になり、

中央に藍色の丸い果実がつく。



5

ガマズミ(スイカズラ科) 赤く熟した卵形の果実が

散房状につく。

ホソバヒイラギナンテン(メギ科) 花は黄色く、

丸い実は黒い。


